
一般質問通告書 

受領日時 令和７年８月２０日 午前１１時００分        ９番 氏名 工藤 政彦 

   質問項目          質問の要旨 

１．県河川「内川 

川・富津内川」の

整備進捗状況と今

後の治水対策につ

いて 

 

 

 

 

 

○近年、気候変動に伴う短時間豪雨や線状降水帯の発生によ

り、町内各地で河川の水位が急激に上昇し、越水や冠水の危険

が頻発している。特に内川地域・富津内地域では、毎年のよう

に内川川や富津内川の越水により道路や農地の冠水被害が発

生しており、地域住民の不安は高まっている。 

先月８月８日未明にも、断続的な強い雨により午前１時頃か

ら内川川の水位が急激に上昇し、湯ノ又橋に激しく水流がぶつ

かるなど氾濫寸前の状況となった。さらに、小川口付近の県道

や馬場目・蓬内台の一部農地でも冠水が確認され、幸い人的被

害はなかったものの、今後も同様の豪雨リスクが続くことが懸

念される。    

私はこれまで、内川川の治水対策として「バイパス河道の整 

備」や「富津内川の築堤工事（護岸嵩上げ）」について提言し

てきた。現在、これらの事業は県により進められていると承知

しているが、町民への説明や具体的な進捗状況、工事完成まで

の暫定的な安全対策などについては十分に示されておらず、住

民からは不安の声が寄せられている。  

「川は心の故郷」と言われる一方で、河川が人命や財産を脅

かす存在となってはならない。町民の安心と安全を守るため、

町としても県と連携し、具体的かつ実効性のある治水対策を早

急に講じていくことが必要である。    

 

以上を踏まえ、以下質問する。 

 

質問項目  

（１）事業の進捗状況について    

内川川のバイパス河道整備および富津内川の築堤工事（護

岸嵩上げ）について、現在の進捗状況と今後のスケジュール

をどのように把握しているのか。  

（２）工事完成までの安全対策について    

完成までの間に再び豪雨災害が発生した場合に備え、町と

してどのような暫定的な安全対策（例：水防体制、排水対策、

住民避難体制の強化）を講じているのか。 

 



 （３）県との連携と町の役割について    

本事業は県の事業と承知しているが、町民の安心につなげ

るためには町の積極的な関与が不可欠であると考える。町と

して県に対しどのような働きかけを行い、また町独自にどの

ような補完的施策を検討しているのか。  

（４）町民への情報提供について   

  地域住民からは「工事の進捗が見えにくい」「完成の見通

しが分からない」との声が多く寄せられる。町として、町民

に対しどのように分かりやすく情報提供を行い、不安の解消

につなげていくのか。 

 

２．８月１５日未明 

の記録的な大雨 

による被害状況 

について 

○先月 8月 15日未明、本町では非常に激しい雨が降り、午前 1

時 6分までの 1時間に 78.5ミリと観測史上最大の降水量を記

録し、気象庁からは「記録的短時間大雨情報」が発表された。

14日夜から 15日朝までの累積降水量は 103.5ミリに達し、町

内では住宅 2 棟の床下浸水、非住家 5棟の浸水被害が確認され

たと報道にあった。字稲荷前では玄関や倉庫、屋外の車両まで

水に漬かるなど、住民はお盆休みにもかかわらず復旧作業を余

儀なくされ、大変な不安を抱えた。    

また、字七倉では国道 285号が約 400メートルにわたり冠水 

し、午前 2時 10分から約 3時間にわたり通行止めとなった。

町内の交通にも影響が及んだ。    

 

これらの状況を踏まえ、以下について町の見解を伺う。 

 

質問項目  

（１）今回の大雨による被害状況の詳細と、町として把握し

ている被害件数について。 

（２）床下浸水や車両被害に遭われた住民への支援策や救済

措置について。 

（３）国道などの交通インフラが冠水したことを受け、町と

してどのように関係機関と連携し、情報発信・対応を行った

のか。 

（４）今後、同様の短時間豪雨に備えるための防災体制やハ

ード・ソフト両面での対策強化について。 

 



３．五城目高校の存 

続について 

○現在、五城目高校の全校生徒数は 55人であり、令和 7年度

新入生は募集人員 80人に対し入学者はわずか 13人にとどまっ

ている。こうした厳しい状況の中、秋田県が示した「第八次秋

田県高等学校総合整備計画（素案）」には、令和 8年度から令

和 17年度までを計画期間として、「入学者の減少が続いている

ことを踏まえ、地域の関係者や当該校と、学校の活性化や今後

の在り方について協議を行う」との再編整備の方向性が明記さ

れている。    

このことは、五城目高校の存続が大きな岐路に立たされてい

ることを意味しており、地域住民や関係機関が一体となって早

急に協議の場を設けることが求められていると考える。 

  

そこで町長の所見を伺う。 

  

（１）町として、五城目高校の存続に向けた協議会の設立につ

いて、現在どのような検討や準備を進めているのか。 

（２）協議会設立に際し、町としてどのような関係機関や住民

団体との連携を想定しているのか。  

（３）県が示した「総合整備計画（素案）」を受け、五城目高

校の存続や活性化に向けて、町として今後どのような具体的な

取組 を考えているのか。 

 

 ※全員協議会において「五城目高校について」の報告案件が

あることは承知した。ただし、全員協議会は議決権を持たず、

主に町当局からの報告や議員間での意見交換を行う場である

と理解している。    

一方、一般質問は町政全般にわたる執行部への正式な質問の

場であり、私はこの点を踏まえたうえで、引き続き一般質問と

して取り上げさせていただきたいと考えている。    

また再質問として、他市町村では「協議会」を設けて高校の

将来について検討している例が見られる一方で、本町において

は教育振興会の中に「魅力化向上検討部会（仮称）」を設置さ

れるとのこと。なぜそのような形を取られるのか、その理由に

ついて伺いたい。 

 



４．町道小川口線の 

舗装改修並びに 

排水側溝改修に 

ついて 

○浅見内町内会 小川口地区において、町道小川口線の舗装劣

化や排水側溝の破損が著しく、豪雨時には越水や濁流による民

家への被害も確認されている。    

この現状について、町の考えや今後の改修計画を伺い、住民

の安心・安全な生活環境確保のために、早期対応の必要性を確

認する。  

 

質問内容  

（１）町道小川口線舗装改修について    

小川口三叉路から湯ノ又林道交差部まで約 224.0m、舗装幅員 

3.0mの町道について、これまで簡易舗装であったことによる劣 

化や陥没破損の現状を踏まえ、今後の改修計画（時期・内容・

予算）の見通しはどうなっているか。 

特に、4tダンプ等の頻繁な通行による損傷に対して、恒久的

な 舗装構成での改修方針はあるか。  

（２）排水側溝の改修について     

小川口三叉路から上流約 7 0 mに設置されている内径 300mm

×300mmの側溝は、折損等が多く豪雨時に越水し、民家への被

害リスクが高い状況だ。    

上流部の内径 400mm×500mmの側溝設置状況を踏まえ、下流 

側に向けての改修計画や早期着手の可能性について、町として

の考えを伺う。 

 

 

 

 

 


